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＜社会教育課 TEL：0548-53-2646＞ 

図書館協議会委員等による選考を経て、

ご応募いただいた作品の中から最終候補５

点を選出し、その５作品から更に市民投票

を実施して愛称を決定しました。 

市民投票の末に選ばれたのは、萩間小学

校２年生 中田
な か だ

 唯
ゆう

愛
あ

 さんが応募した 

「いろ葉」（最多得票 409 票）です。 

たくさんのご応募、ご協力、誠にありが

とうございました。 

令和６年４月にリニューアルオープンす

る「文化の森図書館 いろ葉」をよろしく

お願いいたします！ 

 

リニューアル後の榛原図書館は 
 

 「文化の森図書館」 に変更し、 

愛称は に決定しました！ 

「イロハニホヘトを勉強する場所!!イロイロな人が交わる図書館!!」 

いろ葉の「いろ」はやさしいひらがなで、「葉」は牧之原の名産お茶の葉をイメージ

して漢字にしました。 

牧之原市立榛原図書館は、令和６年４月に

リニューアルオープンし「文化の森図書館」

に名称変更します。 

愛称は多くの方が親しみを持ち、気軽に利

用していただける施設となるよう募集したと

ころ、169 件ものご応募をいただきました。 

 

 

~愛称に込められた思い~ 

「いろ葉」の考案者 中田唯愛さん 



 

 

 

  

＜社会教育課 TEL：0548-53-2646＞ 

＜学校教育課 TEL：0548-53-2645＞ 

11 月 11日(土)に相良総合センターい～らで「家庭と地域で子どもを育てる市民の

つどい」が開催されました。「わたしの主張 2023」では、市内の２中学校から選ばれ

た優秀作品の受賞者が表彰されました。受賞者は参加者の前でそれぞれの作品を発

表しました。 

 また第２部では、『発達支援教室じゃんけんぽん』の夏目徹也
な つ め て つ や

様による講演会を

行いました。「子どもの『こころ』と『からだ』」というテーマで、子どもの成長に

大人がどのように向き合って行けば良いか、成長していく段階で子どもに身に付け

させたいことは何かなどを学びました。 

 

 

相良中学校３年生 名波
な な み

璃咲
り さ

さん 榛原中学校３年 堀内
ほりうち

優羽
ゆ う

さん 

  の取り組み 

 起郷家教育の一環として、市内の小学校５年生が「アースランチ創作」に取り組

みました。これは、メニューの考案から食材の栽培、調達、調理、プレゼンテーシ

ョンに至るまで、児童が中心となって挑戦し、次代を切り拓く力を育む学びです。 

このうち勝間田小学校５年生は、「農家さんが育てた食材でも、出荷できず捨てな

ければならないものがあり、それを無駄にせず、もっとおいしく生まれ変わらせた

い！」という思いから、食品ロスを訴えるアースランチとして「ずんだ大福」を創

作し、取り組みの内容を、11月４日（土）に 

静波体育館で開催された牧之原市文化発表会 

で発表しました。 

勝間田小学校アースランチプロジェクト 

発表した児童からは、「自分たちの発表をきっ

かけに、少しでも食品ロスに興味をもってもらえ

たら嬉しい」という感想があげられました。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月完成予定の「GasOne（ガスワン）アリーナ牧之原」（牧之原市 

多目的体育館）について、躯体工事が完了し、現在は屋根鉄骨工事、内装工事 

に取り掛かっています。 

体育館の形もハッキリしてきており、順調に工事が進んでいます。 

進捗状況は今後も教育委員会だよりや専用 HP にてお知らせしていきます。 

＜学校再編推進室 TEL：0548-53-2640＞ 

＜多目的体育館建設通信＞Vol.3   

＜スポーツ推進課 TEL：0548-53-2643＞ 

＜屋根工事の状況＞ ＜内装工事の状況＞ 

多目的体育館専用ＨＰ▶ 

https：//makinohara－sports.info 

二次元コードを読み込むと HP へアクセスできます。 

本市では、義務教育９年間でより効果的・効率的に「次代を切り拓く力」を身に

つけるために、施設一体型義務教育学校の開校を目指しています。 

義務教育学校は、小学校と中学校が１つになった学校で、児童生徒の発達段階に

合わせた学びが実現できます。 

今回は、「教職員が９学年分になる」ことによるメリットをお伝えします。 

・小学校高学年から教科担任制を導入し、専門的な授業を受ける機会を増やすこ 

とができる。教員の専門性を生かした系統的な指導ができ、多くの教員の目で

子どもを見守ることができる。 

・子どもは７年生以上（中学生）になっても、６年生以前（小学生）の時の教員

に気軽に相談できる。教員はすぐに教員間で情報共有できるため、子どもに丁

寧に関わることができる。 

次回は、「“９年間を通して育てる”ことがより意識しやすくなる」ことによるメリットを紹介し

ます。より詳しく知りたい方＆続きが気になる方は、こちらの動画をご覧ください▶
https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/kyouiku/49065.html 

教職員が９学年分になることによるメリットって？ 

file:///C:/Users/U21873/AppData/Roaming/Microsoft/Word/教育委員会だより訂正.docx
https://www.city.makinohara.shizuoka.jp/site/kyouiku/49065.html


 

①おねがい会員（依頼会員） 

・首がすわったおおむね４カ月から小学校６年生までの子どもがいる人 

②まかせて会員（提供会員）※活動前に研修を受けてもらいます。 
・牧之原市及び近隣市町在住の 20 歳以上の人、子育て支援に興味関心のある人 

③両方会員（依頼・提供会員） 
・①＋②兼ねた会員 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファミリー・サポート・センターでは、会員登録やサポート活動の依頼があった時に「おねがい会員」

と「まかせて会員」のマッチングを行っています。利用するには、事前に会員登録が必要です。 

もしもの時のために、会員登録しませんか？ 

 〇ご意見・ご感想などお待ちしております。 

発行：牧之原市教育委員会、牧之原市菊川市学校組合教育委員会 

電話：0548-53-2642   FAX：0548-53-2657  メール：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 
 

先日、高校での探究の授業に伺ってきました。小・中学校だけなく高校でも生徒た

ちの主体的な学びを支援する学習が始まっています。生徒は自分の好奇心を活かし、

自分でテーマや問いを作り出し、地域のフィールドで実践や実行を目指します。そこ

では普段話さないような人との出会いが重要になってきます。様々な人と出会い、楽

しんで学べるように支援できたらと思います。 

＜教育総務課 TEL：0548-53-2642＞ 

会員募集中！ 

＜牧之原市ファミリー・サポート・センター TEL:0548-23-0077＞ 

対象 首がすわったおおむね生後４カ月から小学校６年生までの子ども 

料金 600 円～ ※依頼内容によって、異なります。 内容 子どもの預かりや送迎 

 

 

仕事、外出、疲れ気味 

そんなパパ・ママをサポート！ 
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牧之原市・牧之原市菊川市学校組合教育委員の就任 

令和５年 12月９日  本目
ほ ん め

弘
ひろ

昇
のり

氏が牧之原市教育委員に就任 

令和５年 10月１日  永田
な が た

康彦
やすひこ

氏が牧之原市菊川市学校組合教育委員に就任 

≪牧之原市教育委員会≫ ≪牧之原市菊川市学校組合教育委員会≫ 

敬称略 敬称略 

牧之原市の教育の推進

に、微力ですが「子ど

もたちにとってどうな

のか」を心におき、協

力していきます。 

子どもたちが安全安心

して通学でき、笑顔で

学べることを願い、微

力ではありますが協力

させて頂きます。 

新任委員のコメント 

本目弘昇さん 

永田康彦さん 

＜編集委員長 池ケ谷 祐太＞ 


